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社説 iki shinpou

「
森
林
の
つ
ど
い
」
開
催

　
今
年
で
17
回
目
の
開

催
と
な
る
本
市
主
催
の

「
森
林
（
も
り
）
の
集
い
」

が
「
文
化
の
日
」
の
３
日
、

石
田
町
、
筒
城
浜
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
・
多
目

的
広
場
で
開
か
れ
、
市

内
全
小
学
校
か
ら
参
加

し
た
児
童
と
保
護
者
ら

に
、
筒
城
・
芦
辺
・
勝
本
・

郷
ノ
浦
の
緑
の
少
年
団

の
団
員
た
ち
が
加
わ
り
、

抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
を
記

念
植
樹
な
ど
を
し
て
緑

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
こ
の
集
い
は
、
世
界
的
な
規
模

で
森
林
の
荒
廃
が
進
み
▽
水
源
の

か
ん
養
▽
大
気
の
浄
化
▽
安
ら

ぎ
、
癒
し
の
時
や
場
を
人
々
に
与

え
る
森
林
を
守
り
育
て
よ
う
―
な

ど
と
催
さ
れ
、
緑
化
推
進
運
動
の

一
環
と
し
て
も
行
わ
れ
た
今
回
の

集
い
に
は
約
３
２
０
人
が
参
加
、

高
学
年
を
中
心
に
参
加
し
た
渡
良

小
学
校
の
緑
の
少
年
団
の
リ
ー

ダ
ー
・
德
田
拓
実
く
ん
（
６
年
生
）

は
植
樹
の
感
想
を
「
初
め
て
だ
っ

た
け
ど
、
意
外
と
簡
単
に
植
え
る

こ
と
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
。
僕

た
ち
が
マ
ツ
を
植
樹
す
る
こ
と

で
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
少
し

で
も
役
立
て
れ
ば
と
て
も
う
れ
し

い
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
今
年
も
夏
の
暑
さ
は
厳
し
く
、

亜
熱
帯
か
ら
熱
帯
に
な
っ
た
の
で

は
と
思
い
た
く
な
る
よ
う
な
状
態

で
、
自
然
災
害
が
多
発
、
山
の
樹

木
は
自
然
災
害
に
加
え
、
大
陸
か

ら
の
酸
性
雨
、
病
害
虫
な
ど
の
影

響
で
枯
れ
た
マ
ツ
も
多
い
の
で
は

な
い
か
。
木
々
の
手
入
れ
で
も
高

齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
以
前
の
よ
う
に
行
き
届
か
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
場

所
に
よ
っ
て
は
、
か
な
り
荒
れ
て

し
ま
い
危
険
な
状
態
の
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
く
。

　
以
前
読
ん
だ
本
に
、「
森
林
が

育
ち
栄
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
、
地
球
上
に
住
み
続
け
た
い

と
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
言
葉

を
肝
（
き
も
）
に
銘
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
人
間
は
木
を
必
要
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
水
を

必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と

同
じ
よ
う
に
、
人
々
の
常
識
の
一

部
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

森
林
は
地
球
を
覆
う
皮
膚
。
ひ
ふ

は
、
地
球
を
覆
っ
て
保
護
す
る
だ

け
で
な
く
、
生
命
力
を
透
過
さ
せ

る
。
こ
の
地
球
の
生
命
に
と
っ
て
、

樹
木
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
」

と
あ
っ
た
。

　
地
球
の
砂
漠
化
が
国
連
の
調
査

に
よ
る
と
、
毎
年
６
万
平
方
㌔
㍍

も
進
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
な
ど

耳
に
す
る
と
、
森
林
の
減
少
が
必

ず
し
も
砂
漠
化
の
原
因
に
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
て
も
、
先
に
紹

介
し
た
一
節
が
妙
に
実
感
さ
れ
る

よ
う
に
も
思
う
が
、
例
え
ば
外
出

す
る
際
は
マ
イ
箸
を
持
ち
歩
き
、

ご
く
一
般
的
な
木
製
の
割
り
箸
は

使
わ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
な
ど

の
取
り
組
み
を
個
人
レ
ベ
ル
で
も

し
っ
か
り
と
実
践
し
な
け
れ
ば
―

と
痛
感
す
る
。

　「
私
が
変
わ
れ
ば
全
て
が
変
わ

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

マ
イ
箸
を
持
ち
歩
き
、
外
食
の

際
は
必
ず
そ
れ
を
使
う
、
木
製

の
割
り
箸
は
使
わ
な
い
な
ど
、

本
当
に
実
践
す
れ
ば
、
こ
れ
は

大
き
な
変
化
で
、
こ
ん
な
小
さ

な
変
化
で
も
、
自
然
、
環
境
に

対
し
て
大
き
な
貢
献
で
も
あ
る
。

よ
り
美
し
い
環
境
、
自
分
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
取
り
組
み
た
い
。

大谷グラウンド前のスタート

熱戦が続いたバレーボール

男女総合で１年２組が優勝
雨海光毅君が３年連続区間１位
壱岐高校第 59 回壱岐一周駅伝

サザエの壷焼など壱岐の名産品に並ぶ来場者

関西壱岐の会コーナー

今年も壱岐大いに活躍！
長崎ふるさと祭 in 関西
関西壱岐の会副会長　目良恒郎

《
エ
ッ
セ
イ
》

お
つ
き
さ
ま

　
去
る
11
月
３
日
、
今
年
で
４

回
目
と
な
る
関
西
大
阪
長
崎
県

人
会
主
催
に
よ
る
「
長
崎
ふ
る

さ
と
祭
Ｉ
Ｎ
関
西
が
大
阪
旭
区

の
淀
川
河
川
敷
公
園
で
開
催
さ

れ
11
団
体
９
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　
我
が
関
西
壱
岐
の
会
（
立
石

英
隆
会
長
）
は
役
員
が
そ
れ
ぞ

れ
貫
頭
衣
を
着
用
し
、
３
つ
の

テ
ン
ト
で
物
産
品
の
販
売
、
壱

岐
市
観
光
協
会
か
ら
提
供
さ
れ

た
サ
ザ
エ
の
壺
焼
き
、
勝
本
朝

市
か
ら
仕
入
れ
た
干
物
、
壱
岐

酒
造
組
合
か
ら
七
蔵
の
焼
酎
の

試
飲
、
壱
岐
ゆ
か
り
の
子
供
限

定
の
凧
作
り
教
室
を
実
施
、
又

壱
岐
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

４
０
０
セ
ッ
ト
用
意
し
会
場
で

配
布
し
た
。
サ
ザ
エ
、
干
物
を

焼
く
い
い
匂
い
が
会
場
に
漂
い

だ
す
と
た
ち
ま
ち
長
蛇
の
列
が

出
来
、
わ
ず
か
１
時
間
余
り
で

品
切
れ
と
な
り
、
焼
酎
の
試
飲

も
何
度
も
並
ん
で
全
銘
柄
を
呑

み
比
べ
る
人
も
居
ら
れ
、
毎
回

の
事
な
が
ら
売
っ
て
く
れ
と
言

わ
れ
る
人
も
多
く
、
今
年
は
七

蔵
か
ら
仕
入
れ
大
阪
で
販
売
し

て
い
る
若
い
理
事
が
注
文
を
受

け
て
、
後
日
自

宅
ま
で
配
達
す

る
事
に
し
た

が
、
現
地
で
販

売
で
き
な
い
の

が
残
念
で
あ

る
。

　
又
、
今
年
は

東
海
壱
岐
の

会
（
永
田
強
会

長
）
が
50
人
の

会
員
と
共
に
観

光
バ
ス
で
参
加

し
て
く
れ
壱
岐

関
係
者
は
総
勢

２
０
０
人
を
越

え
る
人
数
と

な
っ
た
。

　
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
有
っ
た

が
、
壱
岐
の
会

の
理
事
の
娘
さ
ん
二
人
が
所
属

す
る
ダ
ン
ス
教
室
は
、
若
い
躍

動
美
溢
れ
る
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
何
度
も
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

を
受
け
て
い
た
。
　

　
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
各
会
対

抗
の
玉
入
れ
競
争
で
関
西
、
東

海
そ
れ
ぞ
れ
の
壱
岐
チ
ー
ム
が

勝
ち
進
み
、
東
海
は
３
位
、
関

西
は
決
勝
で
５
回
も
の
接
戦
の

末
、
惜
し
く
も
１
個
の
差
で
優

勝
を
逃
し
た
。
参
加
者
は
、
ふ

る
さ
と
は
違
え
ど
同
じ
長
崎
県

出
身
で
あ
り
、
初
対
面
な
が
ら

旧
知
の
友
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
方
言
で
親
し
く
話
し
か
け
る

な
ど
の
光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
、
秋
の
好
天
気
の
広
場
に

ゆ
っ
た
り
流
れ
る
淀
川
の
景
色

の
中
、
有
意
義
な
一
刻
を
過
ご

せ
た
催
し
で
あ
っ
た
。

　
今
年
も
動
員
数
、
活
動
面
も

一
番
目
立
っ
て
お
り
な
に
よ

り
も
壱
岐
か
ら
の
協
力
、
会
員

の
協
力
、
ま
た
東
海
壱
岐
の
会

と
の
日
頃
よ
り
の
友
好
、
す
べ

て
が
ふ
る
さ
と
壱
岐
を
思
う

心
で
あ
る
。
私
達
に
出
来
る
事

は
、
壱
岐
を
宣
伝
し
少
し
で
も

壱
岐
に
行
っ
て
見
よ
う
と
思

う
人
達
を
増
や
す
こ
と
で
あ

り
、
又
物
産
品
を
取
り
寄
せ
て

く
れ
れ
ば
少
し
で
も
活
性
化

に
な
る
の
で
は
と
の
思
い
で

あ
る
。
今
後
も
会
員
一
同
、
機

会
あ
る
ご
と
に
壱
岐
の
宣
伝

隊
と
な
り
微
力
な
が
ら
ふ
る

さ
と
壱
岐
に
恩
返
し
出
来
れ

ば
と
思
う
。

　
11
月
28
日
は
、
満
月
で
す
。

　
古
事
記
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
の

尊
が
禊
（
み
そ
ぎ
）
ば
ら
い
の

際
に
、
左
目
を
洗
い
ア
マ
テ
ラ

ス
の
尊
、
右
目
を
洗
い
ツ
キ
ヨ

ミ
の
尊
、
鼻
を
洗
い
ス
サ
ノ
オ

の
尊
を
産
み
出
さ
れ
た
と
云
わ

れ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
「
太
陽

神
」、
ツ
キ
ヨ
ミ
は
「
月
の
神
」

と
し
て
、
光
か
ぐ
わ
し
い
神
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
月
と
言
え
ば
、
壱
岐
に
は
全

国
で
も
有
名
な
「
月
讀
神
社
」

が
祀
ら
れ
、
多
く
の
方
が
参
拝

に
お
見
え
に
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
月
」
と
い
う
文
字

は
、
三
日
月
の
象
形
文
字
で
、

奈
良
時
代
以
前
は
、
ツ
キ
で
は

な
く
ツ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
又
、
月
は
「
朔
」「
上
弦
」「
望
」

「
下
弦
」
と
別
れ
て
い
て
、「
望
」

の
時
が
満
月
な
の
で
す
。

　
月
の
中
に
は
ウ
サ
ギ
が
い

て
、
杵
と
ウ
ス
で
不
老
長
寿
の

餅
を
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
餅

を
食
べ
れ
ば
死
ぬ
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
・
・
・
。

　
手
が
届
か
ず
食
べ
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
、
一
生
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。

　
ウ
サ
ギ
さ
ん
、
28
日
に
は

餅
を
一
つ
落
と
し
て
く
だ
さ

い
な
～
!!

記
PN
　
か
ぐ
や
姫

　
壱
岐
高
校
（
野
中
光
治
校

長
、
５
６
１
人
）
恒
例
の
壱
岐

１
周
駅
伝
大
会
が
１
日
、
女
子

７
区
間
、
男
子
10
区
間
の
ク
ラ

ス
対
抗
で
開
か
れ
、
１
～
３
年

生
各
５
ク
ラ
ス
、
東
ア
ジ
ア
歴

史
・
中
国
語
コ
ー
ス
、
職
員
各

１
ク
ラ
ス
の
合
計
17
チ
ー
ム

が
、
約
40
・
９
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
合
っ
た
。

　
今
年
で
59
回
目
の
大
会
は
午

前
９
時
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
グ

ラ
ウ
ン
ド
前
を
ス
タ
ー
ト
、
激

し
い
レ
ー
ス
展
開
を
制
し
、
男

女
総
合
で
１
年
２
組
が
２
時
間

56
分
50
秒
の
記
録
で
優
勝
し

た
。
準
優
勝
は
２
年
４
組
、
３

位
２
年
５
組
。
区
間
新
記
録
が

▽
９
区
・
１
年
３
組
、
堤
綾
平

君
▽
10
区
・
同
、
今
西
菜
月
さ

ん
▽
14
区
・
１
年
１
組
、
中
上

葵
さ
ん
の
３
人
が
大
会
新
記
録

で
走
り
、
２
区
・
３
年
３
組
、

雨
海
光
毅
君
が
３
年
連
続
で
区

間
賞
を
取
っ
た
。

　
女
子
総
合
で
は
１
年
２
組
が

50
分
13
秒
で
優
勝
。
準
優
勝
は

１
年
１
組
、
３
位
・
２
年
１
組
。

同
男
子
の
優
勝
は
2
時
間
５
分

43
秒
で
２
年
４
組
、
準
優
勝
・

２
年
５
組
、
３
位
・
１
年
２
組
。

　
区
間
賞
は
次
の
通
り
。

①
２
・
０
㌔
２
年
１
組
・
石
橋

愛
奈
７
分
38
秒
②
２
・
３
㌔

３
年
３
組
・
雨
海
光
毅
８
分

24
秒
③
１
・
３
㌔
１
年
１
組
・

米
倉
咲
希
５
分
０
秒
④
４
・

０
㌔
２
年
５
組
・
豊
永
恭
平

12
分
58
秒
⑤
２
・
６
㌔
3
年

２
組
・
品
川
泰
斗
10
分
26
秒

⑥
２
・
４
㌔
１
年
２
組
・
吉

田
大
哲
８
分
50
秒
⑦
１
・
３

㌔
１
年
２
組
・
城
成
亜
耶
３

分
41
秒
⑧
２
・
５
㌔
１
年
１

組
・
山
崎
悠
太
朗
７
分
49
秒

⑨
３
・
０
㌔
１
年
３
組
・
堤

綾
平
９
分
21
秒
（
新
）
⑩
０
・

９
㌔
１
年
３
組
・
今
西
菜
月

３
分
22
秒
（
新
）
⑪
３
・
８

㌔
２
年
４
組
・
山
口
寛
貴
12

分
41
秒
⑫
１
・
６
㌔
２
年
２

組
・
山
川
花
奈
子
７
分
35
秒

⑬
４
・
０
㌔
２
年
１
組
・
新
原

祐
太
12
分
10
秒
⑭
１
・
５
㌔

１
年
１
組
・
中
上
葵
５
分
21

秒
（
新
）
⑮
３
・
１
㌔
１
年
２

組
・
後
藤
和
貴
11
分
29
秒
⑯

１
・
２
㌔
１
年
２
組
・
篠
崎
麻

佑
５
分
０
秒
⑰
３
・
４
㌔
２

年
４
組
・
山
川
賢
太
郎
10
分

29
秒
。

　
市
農
協
の
第
26
回
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス

タ
が
10
日
と
11
日
の
両
日
、
芦
辺

町
国
分
、
壱
岐
家
畜
市
場
で
開
か

れ
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
が
、
同

フ
ェ
ス
タ
恒
例

の
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
と
ジ
ュ
ニ
ア

野
球
大
会
の
グ

リ
ー
ン
カ
ッ
プ

が
、
同
フ
ェ
ス

タ
と
並
行
し
て

開
か
れ
、
熱
戦

が
展
開
さ
れ
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
旧
那
賀
中

学
校
・
体
育
館

で
行
わ
れ
女
子

の
部
に
８
チ
ー

ム
、
男
子
の
部

に

は

２

チ

ー

ム

が

出

場

し

て
、
島
内
小
学

生
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指

し
た
好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
女
子
は
決
勝
戦
で
勝
本
ク
ラ

ブ
と
鯨
伏
ク
ラ
ブ
が
対
戦
、
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
０
で
勝
本
が
優

勝
し
た
。
準
優
勝
・
鯨
伏
、
３
位
・

那
珂
、
石
田
。
男
子
は
石
田
が
優

勝
し
た
。

　
一
方
、
少
年
軟
式
野
球
大
会
は

旧
那
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
、
市
内
10
チ
ー
ム
が
出
場
し

て
、
冬
を
思
わ
せ
る
冷
た
い
風
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
吹
き
付
け
る
中
、

ど
の
ゲ
ー
ム
で
も
選
手
た
ち
の
寒

さ
を
も
の
と
も
し
な
い
熱
い
プ

レ
ー
が
輝
い
て
い
た
。

　
試
合
は
、
那
賀
ク
ラ
ブ
と
八
幡

ク
ラ
ブ
が
勝
ち
進
み
決
勝
で
対

戦
。
１
―
０
の
接
戦
を
も
の
に
し

た
那
賀
が
優
勝
し
、
市
内
10
チ
ー

ム
の
頂
点
に
立
っ
た
。
準
優
勝
・

八
幡
、
3
位
・
盈
科
、
霞
翠
。

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド【
18
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油

慶
　
　
弔

（
５
日
～
11
日　

届
け
出
分
）

●
お
く
や
み

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
大
島
清
野
さ
ん
（
87
）
渡
良

浦▽
竹
原
貴
昭
さ
ん
（
24
）
片
原

触▽
篠
﨑
光
さ
ん
（
87
）
本
村
触

▽
平
田
淳
さ
ん
（
69
）
郷
ノ
浦

▽
山
内
フ
ジ
ヨ
（
1
0
3
）
牛

方
触

【
勝
本
町
】

▽
竹
原
福
德
さ
ん
（
72
）
立
石

南
触

▽
吉
田
龍
清
さ
ん
（
12
）
坂
本

触

◎
忌
明
寄
付

（
敬
称
略
）

▽
郷
ノ
浦
町
渡
良
西
触
、
呼
子

逸
夫
（
亡
父
・
靖
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
所
、
渡
良
西
触
公

民
館
、
同
老
人
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
本
村
触
、
松
永
徳

子
（
亡
夫
・
忠
）
・
市
社
協
郷

ノ
浦
事
業
所
、
紺
屋
町
公
民

館
、
ひ
か
り
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ

▽
勝
本
町
本
宮
南
触
、
井
上
和

子
（
亡
夫
・
央
）
・
市
社
協
勝

本
事
業
所
、
本
宮
南
触
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
勝
本
町
西
戸
触
、
植
村
英
生

（
亡
母
・
ヒ
サ
ノ
）
・
市
社
協
勝
本

事
業
所
、
西
戸
触
公
民
館
、
同
寿

会
、
老
人
保
健
施
設
光
風
へ

○
お
た
ん
じ
ょ
う

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
榊
原
彩
未
（
あ
さ
み
）
ち
ゃ

ん
／
健
悟
・
初
山
東
触

【
勝
本
町
】

▽
佐
野
紬
（
つ
む
ぎ
）
ち
ゃ
ん

／
宏
紀
・
本
宮
西
触

バ
レ
ー
は 

女 子 

勝
本
、

男 子 

石
田
が
Ｖ

野
球
は
那
賀
が
優
勝

Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
・
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ


